
令和２年度
新潟大学工学部工学科

協創経営プログラム
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社会システム工学コース

第１回 企業様等向け説明会
2020年9月28日 13時～15時
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本日の内容
1. ごあいさつ
2. 「6年一貫」カリキュラムのアウトライン
3. 協創経営プログラム・インターンシップ
① キャリアデザイン・インターンシップⅠ・Ⅱ
② 課題解決インターンシップⅠ・Ⅱ・Ⅲ

4. 社会システム工学コースについて
① カリキュラムの目標と特徴
② 技術経営プロジェクトⅠ・Ⅱ

5. その他
6. 質疑応答
7. 個別相談
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私たちがご説明します



協創経営プログラム
＆ 社会システム工学コース

6年一貫型カリキュラム
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協創経営プログラムと
社会システム工学コース

• 全学年必修のインターンシップ※
–卒業研究・特定研究は課しません

• マネジメント系の必修科目
• 工学分野の幅広い学修
–一定の分野を軸にして学ぶ

• 豊富な双方向参加型学修の機会
• 地域企業との強力な連携と協働
–コオプ教育とも呼ぶ

• ６年一貫型カリキュラム編成
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協創経営プログラムでは
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質問です
u学生時代に学んだことで、直接または間接
に現在の仕事（≠業務）に寄与する知識やス
キルはありますか？
逆に、あまり寄与が大きくないことは？

u学生時代に学び、身に付けておくべきだっ
たと思うことはありますか？

u今、学べるとしたら何を学びたいですか？
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「大学における工学系教育の在り方について（中間まとめ）」より
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学びと振り返りの繰り返し
やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、
ほめてやらねば、人は動かじ。

工学基礎

マネジメント

次の学びへ
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実践
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大学院での２年間



大学院社会システム工学コース
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技術経営プロジェクトで徹底的な実践力を修得します



卒業・修了時の目標
科学と技術を中心とする広範な知識を駆使し、グロー
バルな視点から地域社会や産業の発展に貢献し得るイ
ノベーションリーダーとなる。

協創経営プログラムディプロマポリシーより
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社会に潜在する種々の課題を顕在化し、その中にある
個々特性に沿った最善の解決策を見出せる。
ならびに高度専門人材と利害関係者を適切に包含しつ
つ、自然科学や人文・社会科学、生命医科学、その他
の科学的知見に基づいた具体的かつ実施可能な課題解
決計画をチームとして立案、実施、そして継続的に改
善することができる。

社会システム工学コースディプロマポリシーより



キャリアデザイン・インターンシップⅠ（1年生）
キャリアデザイン・インターンシップⅡ（2年生）

協創経営プログラム
インターンシップ
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インターンシップ

学年 インターンシップ 概要 目的・目標

１年生 キャリアデザイン・
インターンシップ

６月～７月

企業等と福祉施設
各２週間（計４週間）

社会と工学の関係を
知る・気付く

２年生 企業等にて４組織
各１週間（計４週間）

様々な工学が融合して
社会の課題を解決
していることを知る

３年生 １２月～翌２月

課題解決
インターンシップ

１０月～翌２月

１企業等にて６週間
見落とされている
課題に気づき
顕在化できる

４年生 １企業等にて１２週間
顕在化した課題に対し
企業等の協力のもと
具体的な解決策を
提示できる

就職活動や課外活動ではありません
体系的に課題解決力を身につける授業です



キャリアデザイン・インターンシップは
1年生・2年生とも「体験型」を想定
受け入れ企業様の事情により任意の形態で実施

【事例】
１）経営者又は担当者から会社説明や企業理念

の講話
２）現場で作業体験（各部門を回る）
３）設計や計測などの体験
４）実際の社内会議・QCサークルなどに参加
５）得意先など営業に同行 等を組み合わせる



ご意見伺い：インターンシップ
学年 インターンシップ 概要 目的・目標

１年生 キャリアデザイン・
インターンシップ

６月～７月

企業等と福祉施設
各２週間（計４週間）

社会と工学の関係を
知る・気付く

企業等にて４組織
各１週間（計４週間）

様々な工学が融合して
社会の課題を解決
していることを知る

２年生

１～２年生向けには改善を検討中です

学年 インターンシップ 改善案の概要例

１年生
キャリアデザイン・
インターンシップ

６月～７月

企業等または福祉施設のいずれか一方で２週間
4日／週×２週間？ 3日／週×３週間？
オンライン企業紹介を導入する？

事前・事後学習を通じて相互の情報共有を図る

２年生 企業等にて２組織×２週間（計４週間）
１組織あたりの時間を確保して理解増進を図る



C/D１
融合領域分野１年生

約85名

C/D２
協創経営プログラム２年生

約３０名

受け入れる学生数はどのくらい？

1回1～3名
最大2回受け入れ

1回1～２名
最大４回受け入れ

人数、回数は２０１９年度実績です



プログラム入学者数等の遷移
入試区分［募集人数］ H29年度 H30年度 H31年度 R2年度

推薦（Ａ）［２］ １（１） ２（３） １（２）
０（０）［２］

推薦（Ｃ）［若干名］ ０（０） ０（０） １（１）

推薦（Ｂ）［１０］ １（１） ６（１０） １（４） ８（８）

総合型（AO）［3］ - - - - - - - - - - - - - - - ３（３）

3年次編入
（推薦）

［２０］※
- - - - - - - - - - １（１） ０（０）

3年次編入
（学力）

- - - - - - - - - - ４（６） ８ （１１）

融合領域分野 ［８５］ ８０ ８３ ７９ ８８

（ ）内は志願者数

２年生 ２１ ２１ １９

３年生 - - - - - ２６ ３６

４年生 - - - - - - - - - - １７
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その他として・・・
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ご負担について
• 学生への報酬は不要です

ü今後変わる可能性はあります
• 通勤に要する費用は後述します
• 作業着、安全帽、安全靴など貸与下さい
• 出張旅費はご負担ください

ü展示会への参加・アテンドなど
• 学生へのご指導をお願いします

ü成績評価は教員が行います
ü出勤・業務進捗確認、中間成果報告会の実施
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受け入れ企業様等の分布
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課題：通勤費
現状（これまで）
１・２年生は原則学生負担（宿泊費含む）
ただし寄付金より「奨励金」を支給
2018年：計110万円（66人）
2019年：計91万円（64人）

３・４年生は企業様よりご負担をお願い
➡宿泊費（社員寮など）は難しい？
➡新潟市近郊に偏在
➡企業所在地による不公平感（学生・企業）
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学外からのご寄付（１）
第四銀行『みらい応援』私募債（平成29年11月27日）

株式会社内山熔接工業，エコー金属株式会社，株式会社エビス，
株式会社遠藤製作所，株式会社大泉物産，株式会社新越ワークス，
ツインバード工業株式会社，有限会社長谷川挽物製作所，
株式会社ミツワ，株式会社山宮工業
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学外からのご寄付（２）
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検討のお願い
各社様からのご寄付について
例えば、２～３万円／１口
学士課程学生インターンシップ奨励金として
大学で基金化（プール）し、残高から支給する
「寄付」名目は難しい？

共同研究費としてのご提供
大学院生・教員の移動旅費・交通費として
学生１名・１テーマにつき所用の金額
２年間を１期間として契約（企業と大学）
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